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演題番号：A7

乳用牛にみられた神経内分泌癌
○高見成昭，家久保可奈子，大平真由，下茂絵里奈，関口美香，津山栄一
大阪府家保

1．はじめに：牛における腫瘍については、牛伝染性リンパ
腫以外の発生報告は少なく、病性鑑定時に遭遇する機会もほ
とんどない。今回、下痢及び浮腫を呈した後に死亡した牛に
おいて、腫瘍が認められたため詳細に検索した。
2．材料および方法：95 か月齢の乳用牛（ホルスタイン種、
雌）で、死亡 1 週間前より間欠的に下痢を発症し、その後食
欲廃絶、腹部膨満並びに下顎、胸垂及び下腹部において浮腫
がみられた。斃死後、剖検を実施し、全身諸臓器を採材、定
法に従いヘマトキシリン・エオジン染色標本を作製し、病理
組織学的検査を実施、さらに腫瘍細胞の由来を検討するため
に免疫組織化学的検索を行った。病因検索として、主要臓器
あるいは空腸内容物を用いて細菌学的及びウイルス学的検査
を実施した。
3．結　果：（1）肉眼所見：剖検にて、線維素を含む大量の血
様腹水及び胸水が貯留し、大網、脾臓、肺、心嚢、縦隔、横
隔膜等に多数の小指頭大～手拳大の白色の結節あるいは腫瘤

（以下、腫瘤等）が播種性に認められた。肝臓では、実質内に
複数の腫瘤等が観察された。体腔内のほとんどのリンパ節が
腫大していた。（2）組織学的所見：腫瘤等では、腫瘍細胞が

種々の程度の間質を伴って胞巣状あるいは充実性に増殖し、周
囲組織にも浸潤していた。腫瘍細胞は、細胞間の接着性に乏
しく、核は比較的小型の円形～類円形でクロマチンが豊富で
異型性があり、細胞質は乏しく好酸性であった。グリメリウ
ス染色にて、一部の腫瘍細胞の細胞質内に黒褐色の陽性顆粒
が認められた。免疫染色では、腫瘍細胞は神経内分泌系マー
カーであるマウス抗INSM1抗体（Santa Cruz Biotechnology）
及びマウス抗NCAM1/CD56 抗体（Abcam）に陽性を示した。

（3）病原検索：主要臓器を用いた細菌分離培養では、菌は分
離されなかった。空腸内容物を用いた細菌学的及びウイルス
学的検査で、下痢関連の病原体は検出されなかった。牛伝染
性リンパ腫ウイルス（BLV）については、白血球、乳房リンパ
節等を用いたリアルタイムPCR検査で、細胞のBLV感染率
は 0.16～1.30％であった．
4．考察および結語：本症例の腫瘍は、神経内分泌癌と診断
されたが、原発は不明であった。牛における自然発生腫瘍の
報告が少ない中で、本腫瘍の報告はさらに少なく稀な症例と
考えられた。下痢や浮腫などの臨床症状は、腫瘍の影響と思
われた。

演題番号：A8

高病原性鳥インフルエンザ発生農場における経営再開への取組
○山本敦司
和歌山県紀北家保

1．はじめに：令和 4 年 11 月 30 日 43，000 羽飼養の採卵鶏農
場で高病原性鳥インフルエンザが発生した。殺処分等を行い
農場消毒を終了した12 月 4 日をもって農場の防疫措置を完了
した。今回、関係機関を交え、広範にわたる野生動物侵入防
止対策や農場衛生指導及び各検査を終え、令和 5 年 10 月 26
日に農場経営を再開に至った。
2．経営再開までの取組：1:国との協議により鶏糞の封じ込め
については、鶏糞表面を消石灰とブルーシートで被覆し令和5
年 3 月 4 日までの 3 か月間静置とした。その間、封じ込め場
所以外の飼養衛生管理区域等の整理整頓を実施した。鶏糞封
じ込め措置解除直後の 3 月 6 日に鶏糞のウイルス検査を実施
し陰性を確認できたため、本格的な施設修繕に向け、頻繁に
協議を実施した。2:野生動物侵入対策として、老朽化した鶏
舎の修繕、生息場所となる鶏舎付近の竹林の伐採、周辺の池
へのネット設置・水抜きを実施した。3:農場の衛生管理対策と
して、衛生管理区域の再設定、農場出入口の立入禁止看板・
コーンバー・消毒設備の再設置、衛生管理区域内への畜産関
係車両や従業員の出入時・鶏舎前室内・鶏舎内集卵時・集卵
カゴ消毒時の各動線を再検討した。これらを集約し新たに実

行可能な飼養衛生管理マニュアル（以下「マニュアル」）を作成
した。マニュアルについては農場の従業員全員で協議し、決
定した作業動線等について丁寧に説明して衛生管理技術面の
向上を図った。4:鶏の再導入のため、令和 5 年 9 月 25 日にモ
ニター鶏導入前の鶏舎環境のウイルス検査を実施した。5:環
境検査陰性を受け、10 月 4 日にモニター鶏 90 羽を導入し、
10 月 19 日に検査を行った。臨床検査・ウイルス分離検査・
抗体検査ともに全羽陰性であった。以上の取組の結果、10 月
26 日に中雛 4，300 羽導入し経営を再開した。鶏卵直売は令
和 6 年 2 月 7 日に開始となり、2 月 9 日に 2，300 羽追加導入
した。
3．今　後：目標飼養羽数 20，000 羽へ向けて、未修繕の飼
養予定鶏舎 4 棟の整備を進めていく。
4．まとめ：再開のため農場が実施した鶏舎等修繕や新たなマ
ニュアル作成に対し、家保を中心に助言・指導や確認を行っ
た。これにより農場衛生対策のハードとソフト両面の改善が
なされたことから、農場では飼養衛生管理の水準が大幅に向
上したものと考えられた。今後も飼養衛生管理基準遵守の維
持・向上のため指導を継続していく。
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